感染対策管理委員会議事録
日時　：　2006年　10月11日（水）　15：00　～　16：00

場所　：　青南病院　2階会議室

司会　：　佐藤　志穂　　　　　記録者：　沼沢　幸恵
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＜議題＞

1．インフルエンザの助成金について
· 八戸市に住民登録をしている65歳以上の人は1,000円で接種することが出来る。

· 生活保護・非課税世帯の方は65歳以上の方は、事前に八戸市健康増進課へ「個人負担金免除申請書」を提出すると無料となる。しかし、個人情報保護の関係上、本人またはご家族による申請となる。市が発行する｢確認済｣の印が押してある予診票を持参の上、病院にてワクチン接種する。

· 八戸市以外の65歳以上の方は、3,150円支払い後、レシートを各市町村へ提出し、助成制度を利用して頂く。（各市町村への申請は本人またはご家族）

· 助成金制度対象者用のワクチンは別発注（八戸市指定業者）になるので、一般接種の人数と八戸市65歳以上の人数を別々に集計する。

· 八戸市の助成金制度を利用した場合、委託料請求書として1ヶ月分ずつまとめて八戸市へ接種人数を報告するので、氏名・接種日・自己負担金額（無料か1,000円か）を確実に医事チームへ報告する。医事チームから八戸市医師会へ請求書を提出する。

※入院患者様・施設利用者様の接種希望の有無とご家族への連絡・予診表の記入を随時進めて下さい（10/20まで）。

2． 学術について

· 現段階ではポスター発表（午前中）の予定です。担当者は、発表原稿（読み上げ原稿）の作成を至急進めて下さい。

３．　リキャップについて

＜ペンニードル針のリキャップについて＞

この針は二重キャップになっていて、ノボペンにまわして取り付ける為、注射後取り外す際もねじって取り外します。誤刺の原因となる為、病棟では外側の大きいキャップを装着してから外すようにしています。しかし、それもリキャップと見なされる為、するべきではないという意見もあります。ペンニードル針にしても採血針にしても、針を外す看護師や採血している時の周囲の状況を考えると汚染された針先を剥き出しの状態にしているのは危険だと思います。これについて、当法人で統一する必要があると思われる為、検討しています。
～病棟・南山苑の意見～

· （ペンニードル針だけに限らず）採血後、そのまま机の上に置いておくと不潔である。何よりもまず先に患者様の酒精綿をテープで止め、それから各スピッツに血液を入れているので、針を抜いてからスピッツに入れるまでの間、不潔・危険な針先が剥き出しの状態となっている。蓋付きのトレイを使用していてもリキャップしている状態。


· リキャップを禁止するのではなく、「リキャップの安全な方法」を指導した方が良いのではないか？

· しかし、リキャップしない為に蓋付きの容器を準備したのではないか？


・　　Ｉ．Ｏ．Ｏに確認することとする。

10月25日追加

・　　次回の委員会で上記の問題について検討・見直しをしたいと思いますので、リッキャップせずに解決するにはどうすればよいか各自考えをまとめてきて下さい。

＜次回開催予定日　11月8日（水）　15:00～16:00＞

